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1 はじめに 

平成 16年 10月 23日 17時 56分頃発生し

た新潟県中越大震災では長岡市*注 1)におい

て震度 6 弱を観測、その後、発生 1 時間以

内に震度 5 弱以上が 3 回発生、長岡市で死

者 9人、負傷者数 2,108 人*注 2)を数えるとい

うこれまで市民が経験したことがないとい

う大規模災害であった。この年は先の 7.13

水害という災害にも遭遇し、これが冷めや

らぬうちに起こった災害であり、長岡市民、

新潟県民にとって忘れようにも忘れられな

い出来事として深く脳裏に刻みこまれた年

であった。 

筆者は長岡市社会福祉協議会(以下、長岡

市社協)の一職員であり、新潟県中越大震災

発生時から丸 2 ヶ月間、長岡市災害ボラン

ティアセンター(以下、災害 VC)の総括チー

フとして活動を行った。この間、全国各地か

ら 2 万人を超えるボランティアの方々から

参加をいただき、長岡市の復旧のために尽

力をいただいた。 

そこで筆者がこの間に得た経験から、本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

稿では災害 VC の開設及び組織体制、ボラン

ティアへの対応状況、そして、長岡市におけ

る災害ボランティア活動の内容及びそこか

ら生じた反省点、課題等について述べる。 

 

 

2 災害 VC の開設及び組織体制 

(1)開設に至った経緯 

震災発生直後、長岡市においては全体で 6

万戸以上が停電するなど長岡市内のほとん

どの地域でライフラインが何らかの被害を

受けた。筆者の勤務する事務所である長岡

市社会福祉センターにおいても停電し、事

務局機能を果たせる状況ではなかったため、

発生直後は長岡市役所の会議室を借用し、

情報収集に当たっていた。 

翌日、午前には住民からのボランティア

ニーズが高まることが予想されたため、10

月 24 日午前、長岡市役所会議室において長

岡市(福祉保健部福祉総務課)と長岡市社協、

そして、このたびの震災を聞きいち早く駆

けつけ、先の 7.13 水害時にも支援に来てい
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ただいたNPO法人「ハートネットふくしま」

の吉田公男理事長を加え、長岡市災害 VC の

開設について協議を行った。 

その結果、10 月 24 日 13 時、長岡市社協

を主体として「長岡市災害 VC」を正式に設

立、その日の夕方に長岡市社会福祉センタ

ーのライフラインが復旧したこともあり、

本部を長岡市社会福祉センターに設置した。 

災害発生から24時間以内に設立されたこ

とについて、これは過去の災害において設

立されたボランティアセンターの事例と比

べてみると、比較的短期間で設立されたも

のと思われる。この要因としては、長岡市行

政及び関係NPO法人の理解と協力に加えて、

やはり先の7.13水害を少なからず経験した

ことが決断を早めたことにつながったと思

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)災害 VC の組織体制 

本部長を市社協事務局長、筆者を総括チ

ーフとして、各種 NPO 法人、個人ボランテ

ィア及び全国各地の都道府県・市区町村社

会福祉協議会職員等の協力を得て組織した

(図「長岡市災害ボランティアセンター組織

図」を参照)。 

当初の班編成は「総務班」「ボランティア

班」「ニーズ班」「マッチング班」「資材班」

の計 5班でスタートした。 

その後、山古志村全村民が長岡市内の避

難所に避難し、かつ山古志村社協も機能で

きる状態ではなかったため、10 月 26 日に

山古志村民をサポートする「山古志班」を設

置。山古志村行政及び山古志村社協と連携

し、避難所での被災者対応、物資搬送、仮設

住宅への引越し作業等支援活動を行った。*

注 3) 
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その他、ニーズに対応するため、増設した

機能は以下のとおりである。 

・10 月 30 日総務班の中に企画部門を設

置 

・11 月 21 日引越し班の設置 

以上、スタッフ数は長岡市社協職員も合

わせ、最高時は約 60 人強であった。 

なお、事前に参考にしたマニュアルはな

かったが、その場で考え、多くの方から助言

をいただきながら組織をつくり、運営を行

っていった。 

 

 

3 ボランティアへの対応状況 

ボランティアの衣食住はボランティア自

身が用意するいわゆる自己完結型とし、災

害VCとして宿泊場所や食事の提供はしなか

った。しかし、ボランティア活動が盛んにな

るにつれ、近隣市町村の観光協会からボラ

ンティアに対し安価で宿泊場所を提供する

申し出や、市民(一般家庭や工場、寺院)から

無料で素泊まりできる部屋の提供の申し出

があったため、それらの情報を掲示し、情報

提供を行った。このように被災しているに

もかかわらず市民の側からボランティア活

動に対し支援を行う動きがあったことは喜

ばしい限りであった。 

また、ボランティアの受付については、事

前の受付はせず、当日活動に来られたボラ

ンティアをニーズとマッチングする方式で

毎日 9 時から 13 時までを受付時間とした

(ただし、夜間の避難所運営補助のボランテ

ィアの受付は 13 時以降も行った)。活動時

間については、個人宅での活動は日没を考

慮し 15 時までとし、避難所での活動の場合

は夕食時が一番忙しいため、基本的な活動

時間を 18 時までとした。また、避難所運営

補助の夜間ボランティアはおおむね18時頃

から翌日の 9 時頃までとした。 

なお、ボランティアへの事故補償につい

ては、登録の時点ですべてボランティア保

険に加入。掛け金(平成 16 年度 1人 630 円)

は全額新潟県社協が負担した。 

 

 

4 ボランティアニーズの移り変わりと活動

内容 

震災発生後しばらくは余震が長引き、避

難所の数も増大したため、当初の活動の中

心は避難所の運営補助であった。その後避

難勧告区域が解除されると家屋の後片付け

のニーズが発生、1ヶ月が経過してくる頃に

は仮設住宅への引越し作業と、活動内容が

変化していった。 

主な活動については、以下のとおりであ

る。 

 

(1)個人からの依頼 

・被災家屋における後片付け(ガラス、ガ

レキ類の撤去、家具の移動、災害ごみの

運搬等) 

・避難所等から仮設住宅への引越作業 

 

(2)行政からの依頼 

・避難所における運営補助(食事及び救

援物資の配布、被災者の話し相手・介助、

避難所の清掃等) 

・救援物資の搬入、搬出等仕分け作業 

 

(3)その他、独自の企画・活動等 
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・災害 VC チラシ配布、情報収集・災害 VC

での清掃、交通整理 

・日本赤十字病院のチラシ(エコノミー

症候群注意喚起)の配布 

・仮設トイレの巡回清掃 

・マッサージ、アロマテラピーボランテ

イアの派遣 

・パフォーマンスボランテイアの派遣 

・子どもを対象としたイベントの開催 

・福祉施設等への活動や送迎補助 

・避難所での炊出し等 

 

 

5 災害 VC で得たもの、学んだもの、悩んだ

こと=課題 

今回の災害では長期間にわたり様々な

方々から支援をいただき、混乱の中を何と

かここまでやってこられたが、思えば失敗、

反省の連続であり、学んだもの、悩んだこと

は語りつくせないほどある。その中でも、被

災者からのニーズ発掘及びボランティアの

需給調整の難しさを改めて痛感した。ニー

ズ発掘のために当初、チラシを何万枚も作

製し、多くのボランティアの方々から配布

をお願いして周知に努めたが、十分にニー

ズを発掘できたわけではない。一般に新潟

県の県民性として地域住民同士の結びつき

が強く、見ず知らずの人にものを頼むのを

あまり好まないと言われている。 

顧みるに人口の移動が少なく、何かをき

っかけとして一度に大量の人間が入ってき

たという経験がない土地柄から、急にボラ

ンティアといっても住民が身構えてしまっ

た感が当初あったように思える。このこと

から、災害 VC の PR のためにチラシを配っ

たり説明をする人は地元の人の方が受け入

れられやすかったのでは、と後から思い直

したとともに、地域住民が気軽にボランテ

ィアの支援を受けられるような働きかけと

して、住民に対しボランティアが何をする

のかもっと明確かつ具体的に示すことが必

要であったと思われる。 

また、ニーズの発掘にも関連してくるが、

ボランティア活動の範囲の設定についても

悩んだところである。具体的には応急危険

度判定で危険と判定された家屋、避難勧告

地域、夜間警備等への対応方策である。被災

者支援とボランティアの安全確保との狭間

の中からどこで線引きをするかというとこ

ろであり、結果的に当災害 VC はこれらの活

動には一定の制限を加えた。しかし、危険で

はあるがニーズが高い活動への取り組みに

ついては何らかの方法で応えられるような

仕掛けをその場の関係者みんなで考える必

要性があるのではなかったのだろうか。 

 

 

6 終わりに 

前述のとおり、災害発生直後からボラン

ティアに求められるニーズは日々変化して

いき、その対応方策に苦慮した。その意味で

災害VCコーディネーターには先の展開を予

測する能力と、その場に応じた瞬時の判断

が大切であることを学んだ。ただし、これら

の能力は災害の混乱期に磨かれるものでは

ない。普段から多くの人たちとネットワー

クを形成し、広く意見を聞き入れた中にお

いて、みんなの合意の下で最善の方向を導

き出すといった感覚を平時から磨いておく

必要があると改めて感じたしだいである。 
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今回の災害では失ったものは大きいと感

じているが、これを機に様々な方々と出会

い、つながりができたことは、なによりも大

きな財産として得ることができたと実感し

ている。同時にこれを契機に新潟県にとっ

て新しいボランティア文化創造の第一歩に

なるよう、被災地住民の一員として更に適

進していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)長岡市は平成 17年 4月 1日に山古志村を含

む近隣 5 町村を編入し合併している。ただ

し、本稿で記載している長岡市は合併前の

旧長岡市地域を指していることでご理解

いただきたい。 

注 2)数値出所平成 17 年 6 月 17 日長岡市災害対

策本部「新潟県中越大震災の被害及び復旧

対策の概要」 

注 3)平成 16年 12 月 23 日に山古志村社会福祉協

議会事務所が仮設住宅地内移転に伴い、当

災害 VC 山古志班も同所へ移転。この日、当

災害 VC から独立し「山古志村災害 VC」が

正式に設立され、現在に至っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


